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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年8月10日(2017.8.10)

【公開番号】特開2017-114908(P2017-114908A)
【公開日】平成29年6月29日(2017.6.29)
【年通号数】公開・登録公報2017-024
【出願番号】特願2017-49563(P2017-49563)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ  15/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   15/00     ＣＳＰＥ
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６６０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６９０　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成29年5月10日(2017.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記式を有する化合物：

【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３はモノ－、ジ－、トリ－、テトラ－置換、又は非置換を表
し；
　Ｒ、Ｒ′、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、及びＲ６は独立に、水素、重水素、ハライ
ド、アルキル、シクロアルキル、ヘテロアルキル、アリールアルキル、アルコキシ、アリ
ールオキシ、アミノ、シリル、アルケニル、シクロアルケニル、ヘテロアルケニル、アル
キニル、アリール、ヘテロアリール、アシル、カルボニル、カルボン酸、エステル、ニト
リル、イソニトリル、スルファニル、スルフィニル、スルホニル、ホスフィノ、及びそれ
らの組み合わせからなる群から選択され；
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　任意の隣接するＲ、Ｒ′、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、及びＲ６は任意選択により
場合によっては連結していてもよく；
　Ｘは、ＢＲ、ＮＲ、ＰＲ、Ｏ、Ｓ、Ｓｅ、Ｃ＝Ｏ、Ｓ＝Ｏ、ＳＯ２、ＣＲＲ′、ＳｉＲ
Ｒ′、及びＧｅＲＲ′からなる群から選択され；且つ、
　ｍは１又は２である。）
からなる、有機発光デバイスの有機層において用いるための発光材料。
【請求項２】
Ｘが、Ｏ、Ｓ、Ｓｅ、及びＮＲ″からなる群から選択され；且つ、
　Ｒ″が、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ
ｅｃ－ブチル、ネオペンチル、シクロペンチル、シクロへキシル、フェニル、２，６－ジ
メチルフェニル、及び２，６－ジイソプロピルフェニルからなる群から選択される、
請求項１に記載の発光材料。
【請求項３】
下記式のいずれか１つを有する、請求項２に記載の発光材料。
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【化２】

【請求項４】
下記式を有する、請求項２に記載の発光材料。
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【化３】

（式中、Ｒ７は、モノ－、ジ－、トリ－、テトラ－置換、又は非置換を表し、且つ、Ｒ７

は、水素、重水素、ハライド、アルキル、シクロアルキル、ヘテロアルキル、アリールア
ルキル、アルコキシ、アリールオキシ、アミノ、シリル、アルケニル、シクロアルケニル
、ヘテロアルケニル、アルキニル、アリール、ヘテロアリール、アシル、カルボニル、カ
ルボン酸、エステル、ニトリル、イソニトリル、スルファニル、スルフィニル、スルホニ
ル、ホスフィノ、及びそれらの組み合わせからなる群から選択される。）
【請求項５】
下記式を有する、請求項４に記載の発光材料。
【化４】

【請求項６】
下記式を有する、請求項５に記載の発光材料。
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【化５】

【請求項７】
ｍが２である、請求項２に記載の発光材料。
【請求項８】
ＸがＯである、請求項２に記載の発光材料。
【請求項９】
Ｒ４がアルキルである、請求項２に記載の発光材料。
【請求項１０】
Ｒ４がアリール又は置換アリールである、請求項２に記載の発光材料。
【請求項１１】
Ｒ４が、

【化６】

であり、
　Ｒ′１、Ｒ′２、及びＲ′３は独立に、水素、重水素、ハライド、アルキル、シクロア
ルキル、ヘテロアルキル、アリールアルキル、アルコキシ、アリールオキシ、アミノ、シ
リル、アルケニル、シクロアルケニル、ヘテロアルケニル、アルキニル、アリール、ヘテ
ロアリール、アシル、カルボニル、カルボン酸、エステル、ニトリル、イソニトリル、ス
ルファニル、スルフィニル、スルホニル、ホスフィノ、及びそれらの組み合わせからなる
群から選択され；
　Ｒ′３は、モノ－、ジ－、トリ－、テトラ－置換、又は非置換を表し；
　Ｒ′１及びＲ′２のうちの少なくとも１つは水素でも重水素でもなく；且つ、
　環Ｃは５員又は６員の炭素環又はヘテロ環であり；且つ、
　任意の隣接するＲ′１、Ｒ′２、及びＲ′３が任意選択により場合によっては結合して
環を形成していてもよい、請求項１０に記載の発光材料。
【請求項１２】
Ｒ′１及びＲ′２の両方とも水素でも重水素でもない、請求項１１に記載の発光材料。
【請求項１３】
Ｒ′１、Ｒ′２、及びＲ′３が独立に、水素、重水素、メチル、エチル、イソプロピル、
イソブチル、ネオペンチル、シクロペンチル、シクロへキシル、フェニル、及びそれらの
組み合わせからなる群から選択される、請求項１１に記載の発光材料。
【請求項１４】
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Ｒ１及びＲ２が独立に、水素、重水素、アルキル、シクロアルキル、及びそれらの組み合
わせからなる群から選択される、請求項２に記載の発光材料。
【請求項１５】
以下のものからなる群から選択される、請求項２に記載の発光材料。
【化７】
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【化８】
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【化９】
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【化１０】
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【化１１】

【請求項１６】
請求項１～１５のいずれか一項に記載の発光材料を、有機発光デバイスの発光層において
、ホストと組み合わせて用いる使用方法。
【請求項１７】
前記ホストがベンゾ縮合したチオフェン又はベンゾ縮合したフランを含むトリフェニレン
を含み；
　前記ホストのいずれかの置換基が、ＣｎＨ２ｎ＋１、ＯＣｎＨ２ｎ＋１、ＯＡｒ１、Ｎ
（ＣｎＨ２ｎ＋１）２、Ｎ（Ａｒ１）（Ａｒ２）、ＣＨ＝ＣＨ－ＣｎＨ２ｎ＋１、Ｃ≡Ｃ
－ＣｎＨ２ｎ＋１、Ａｒ１、Ａｒ１－Ａｒ２、及びＣｎＨ２ｎ－Ａｒ１からなる群から選
択される非縮合置換基であるか、あるいは非置換であり；
　ｎが１～１０であり；且つ、
　Ａｒ１及びＡｒ２は独立に、ベンゼン、ビフェニル、ナフタレン、トリフェニレン、カ
ルバゾール、及びそれらのヘテロ芳香族類似体からなる群から選択される、
請求項１６に記載の使用方法。
【請求項１８】
前記ホストが下記式：
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【化１２】

（式中、ｐは０又は１である）
を有する１以上の化合物を含む、請求項１７に記載の使用方法。
【請求項１９】
前記ホストが以下のものからなる群から選択される、請求項１６に記載の使用方法。
【化１３】

【化１４】
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及びそれらの組み合わせ。
【請求項２０】
前記ホストが金属錯体を含む、請求項１６に記載の使用方法。
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